
地図番号
計画策定
年度

地区名 関係市町村

① R5 上豊畑地区 新ひだか町

② R5 泉地区 新冠町

　(4)事業名：農政部が実施するアカウンタビリティ対象事業一覧表の事業名を記載しています。

　(5)地区名：事業実施地区名を記載しています。

　(6)関係市町村名：関係する市町村名を記載しています。

日高振興局産業振興部
道営施設建設事業　計画策定段階　地区一覧表

令和６年（2024年）２月更新

　(1)リンク（地区概要表）：当該地区の地区概要表をごらんになりたい方は、［地区概要表］をクリックして下さい。

　(2)番号：事業地区の一連番号を記載しています。

　(3)計画策定年度：当該地区の事業計画を策定した年度を記載しています。

事業名

道営農村事業
（営農飲雑用水施設整備事業）

農村地域防災減災事業
（地すべり対策事業）



令和５年度

地区番号

地区名

予定事業期間

日高振興局産業振興部

道営施設建設事業計画策定段階地区概要表

変更履歴

当初計画策定年度

① 事業名
道営農村整備事業
（営農飲雑用水施設整備事業）

上豊畑地区 関係市町村名 新ひだか町

Ｒ６　～　Ｒ１０ 受益戸数 22

営農飲雑用水
導配水管路L=7.4km、取水・浄水・配水施設一
式

875,000

受益面積

水田（ｈａ） 畑（ｈａ） その他（ｈａ） 合計（ｈａ）

事業目的

0 418.5 0.0 418.5

　本施設は道営畑地帯総合土地改良事業豊畑営農用水（昭和50年～平成元年）として造成された施設であ
り、給水開始から35年以上が経過している。導水管及び配水管は耐震性を有していないため、耐震性を有す
る管種へ改修を行うと共に管路が放牧地帯の民地に埋設されており維持管理に苦慮している状況であるた
め、道路等の公共用地へ管路を埋設することにより、維持管理コストの軽減を図る。また、営農形態や水利
用の変遷により給水量が不足しており、管径を大きくすることにより水量不足を解消し、合理的かつ安定的な
営農用水の確保により、地域農業の安定化を推進し、農業経営及び農村環境の強靱化を図ることを目的と
する。

主要工事計画

工種区分 工事内容 工事費（千円）

効果項目 年総効果額（千円） 年総増加所得額（千円）

期待される効果

総事業費（千円） 875,000

作物生産効果 - -

品質向上効果 - -

営農経費節減効果 38,444 -

維持管理費節減効果 ▲ 3,429 1,727

その他効果 14,219 -

合計 49,234 1,727

事業名 事業主体 工期 総事業費（千円） 本地区との関連

総費用総便益比 1.07 総所得償還率 -

関連事業



令和５年度

地区番号

地区名

予定事業期間

日高振興局産業振興部

道営施設建設事業計画策定段階地区概要表

変更履歴

当初計画策定年度

② 事業名
農村地域防災減災事業
（地すべり対策事業）

0.54 7.75 15.92 24.21

泉地区 関係市町村名 新冠町

Ｒ６　～　Ｒ１０ 受益戸数 1

受益面積

水田（ｈａ） 畑（ｈａ） その他（ｈａ） 合計（ｈａ）

事業目的

　本地域は、昭和63年5月頃から地すべり事象が発生し、農地・農道に被害を与えていたことから地すべり防
止区域に指定され、平成元年～10年で地すべり防止工事を行い一端概成している。その後令和3年度に町
道などに亀裂及び段差が発生、令和4年度にそれら事象が拡大していることが判明したため事業を再開、対
策工事として地下水排除工の水抜きボーリング工及び集水井工、浸食防止工の渓流護岸工、斜面改良工
の押え盛土工の対策を行い、傾斜改良により地すべり地域の安定化を図ることを目的とする。

主要工事計画

工種区分 工事内容 工事費（千円）

水抜きボーリング工 560m 53,000

集水井工 1箇所 14,000

期待される効果

押え盛土工 2カ所 30,000

渓流護岸工 38m 53,000

総事業費（千円） 150,000

効果項目 年総効果額（千円） 年総増加所得額（千円）

作物生産効果 - -

品質向上効果 - -

営農経費節減効果 - -

維持管理費節減効果 - -

その他効果 17,301 -

合計 17,301 0

総費用総便益比 1.14 総所得償還率 －

関連事業

事業名 事業主体 工期 総事業費（千円） 本地区との関連



上豊畑地区

泉地区

「測量法に基づく国土地理院長承認（承認）R 5JHｆ 3」

「本製品を複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない。」


